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概  要 

 
 
 

 
コンクリート構造物の鉛直打継部は，水平鉄筋を貫通させる型枠の作成と設置，および，新旧コンクリートの一体性を

確保するための打継ぎ処理が必要であり，作業に労力を要する部位である．そこで，鉛直打継部の合理化施工の手法と

してプレキャスト部材の適用方法を考案し，梁状部材を用いた曲げ載荷試験の実施により，構造耐力が確保できること

を確認した．また，鉛直打継部に適用するプレキャスト部材は，スラブと立ち上がりコンクリート部材を一体にしてコ

ンクリートを打ち込む際の打込みエリアを分割するための仕切材として活用できると考え，橋梁上部工に適用した事例

を報告する． 
 

成  果 
 
 
 

 

 鉛直打継部にプレキャスト部材を適用することによる構造耐力を評価し，従来の鉛直打継と同様に取り扱うことが

可能であることを確認した． 
 鉛直打継部のプレキャスト部材は，打込みエリアの分割のための仕切材として活用が可能であり，施工性の向上と

施工品質の確保に共に貢献できることを確認した． 
 

 
 
 

 

 

 

 
 
 
 

図－２ 試験体形状と載荷位置 

図－６ 仕切材としてのプレキャスト部材の活用概要 

 

 

写真－２ プレキャスト部材設置状況 
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